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■合流式下水道の改善の推進　＜継続＞

　汚水と雨水を同じ下水道管で処理する合流式下水道で整備している中心市街地では、雨天時に汚れた雨
水が公共用水域へ放流されることがある。
　平成16年度に策定し、平成21年度に更新した「広島市合流式下水道緊急改善計画」に基づき、雨水滞水
池などの施設に一時的に溜め、雨が止んだ後に水資源再生センターへ送水して処理した後、放流する合流
式下水道改善事業を推進している。

合流 式下水 道緊急改善 計画図（ H22～H26）
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広島市下水道局 

施設部計画調整課 

合流式下水道の改善の推進について               

 
広島市の中心市街地は、汚水と雨水を１本の下水道管で効率的に処理できる合流式下水道で整

備されている。 
合流式下水道は雨天時に下水道管内の雨水が増水するため、汚れた雨水を公共用水域に放流さ

せることがある（写真１）。 
広島市は「水の都ひろしま」にふさわしい水環境を創出するため、昭和６１年度から合流式下

水道を改善する事業に着手している。 
全国的にも同様な問題が発生しているため、平成１６年４月、下水道法施行令が改正され、平

成３５年度までに合流式下水道を改善することが義務付けられた。 
このため、広島市は「広島市合流式下水道緊急改善計画」を策定し、次の方法で、合流式下水

道の改善を実施している（図１）。 
・ 汚れた雨水を一時的に貯留する雨水滞水池（写真２）等を建設し、雨が止んだ後に水資源

再生センター（下水処理場）にて汚れた雨水を処理する。 
・ 水資源再生センターへの遮集管を建設し、汚れた雨水を水資源再生センターで処理する。 
・ 市街地の一部を分流地区にして、汚水混じりの雨水の量を減らす。 
・ 雨水吐のスクリーンの目幅を縮小し、公共用水域へのごみの放出量を減少させる。 
 

【写真１】                                   【写真２】 

降雨初期雨天時に汚れた雨水が放流される状況      合流改善対策施設の例(千田雨水滞水池) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図１】合流式下水道の改善のイメージ図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改善対策前 改善対策後 

資料）国土交通省ＨＰホームページより 
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 主な施設の整備スケジュールは表１のとおりで、市内５地区に設置する雨水滞水池のうち、平

成２４年度に江波雨水滞水池、平成２５年度に千田雨水滞水池、宇品雨水滞水池の建設が完了し

た。大州雨水滞水池、旭町雨水滞水管は平成２７年度以降に完成する予定である。 
 合流式下水道改善事業により、雨天日に公共用水域にでていく汚れの３３％が削減される見込

みである。 
【表１】主な施設の整備スケジュール 

処理(分)区 対策施設 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

⑦宇品雨水滞水池

⑧旭町雨水滞水管

大 州
⑨大州雨水滞水池

⑩高速ろ過施設

江 波

旭 町

④基町汚水管 （一部分流化）

⑤千田雨水滞水池 (H元 1/2系完了)

⑥江波雨水滞水池

千 田

①千田遮集管 (Ｈ8完了）

②鶴見遮集管

③白島遮集管

 
 
 

【図２】合流式下水道改善状況図（平成２５年度末） 
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■京橋川における底質改善事業　＜継続＞

　京橋川は感潮区間であり，河口部からのヘドロの供給などにより異臭や景観阻害が発生しています。
　このため本事業は，京橋川において河川環境整備の一環として，産学官が連携して河川の底質改善を行っているものです。
　石炭灰リサイクル材を用いた方法については，平成22年度に一部区域において実証試験工事を実施しましたが，底質の状況に応じた実効性
の高い改善手法の確立，大規模施工技術の開発などを行うため，24年度末から現施工区域の周辺に区域を拡大して実証試験を行い，現在，
底質改善効果の検証を行うためモニタリング調査を実施中です。
　次に，新たな底質改善技術については，県内の中小企業が保有する底質改善技術を発掘し，技術開発を支援を行うために選定した技術で，
25年10月に京橋川で実証試験工事を行い，石炭灰リサイクル材と同様にモニタリング調査を実施中です。

京橋川

底質改善技術の内容

（１）石炭灰リサイクル材
① 材料：火力発電所から発生する石炭灰をセメントで造粒固化したもの
② 施工方法：底質改善事業平面図のとおり
③ 効果：
ア ヘドロの分解促進

ヘドロは本材の吸着効果により吸着され空隙に生息する微生物によりヘドロの分解促進
イ 生物生息環境の改善

「浸透溝」設置により，ヘドロ内に酸素を供給し，生物生息環境の向上
ウ 親水性の向上

ヘドロと混合することにより地盤強度が上昇し，人が歩けるようになることで親水性の向上
（２）新たな底質改善技術

① 材料：鉄粉，竹炭，キレート剤等を混合して圧縮して固めた固形物
② 施工方法：対象面積100㎡に対し材料を1個/㎡の密度で河床に埋込み均等配置

③ 効果：
ア 製品から溶出される鉄イオンにより植物プランクトンの増殖

イ 製品に含まれる竹炭により新規沈降ヘドロを吸着 等
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実証試験実施箇所

底質改善事業平面図
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京橋川ｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪ

新たな底質改善技術
（平成26年1月撮影）

石炭灰リサイクル材
（平成25年5月撮影）
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■海面清掃船「おんど２０００」による、海洋漂流ごみの回収　＜継続＞

国土交通省直轄事業として、海面清掃船「おんど2000」（国土交通省中国地方整備局所属）による浮遊ごみ
の回収を積極的に実施しており、平成25年度は2月までで約1300立方メートルのゴミを回収し、過去最大の
回収量であった昨年に引き続き大量の浮遊ごみを回収した。また、「おんど2000」を活用し、水質調査（年４
回）や底質調査（年１回）を実施しており、その結果は広島湾再生の行動指標へのフィードバックやホーム
ページに掲載し、学術研究資料として役立てられた。

海面清掃船「おんど２０００」 流木の回収状況

水質調査の実施状況回収されたゴミの陸揚げ状況

年度別ゴミ回収量（ｍ３）（H25dは2月までの回収量）
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海面清掃船「おんど２０００」による海洋漂流ごみの回収 

 
１．海洋環境整備事業の概要 

 国土交通省港湾局では、国土交通省設置法第４条１０３の『国が行う海洋の汚染の防除に関する業務

に関すること』に基づき、東京湾、伊勢湾、瀬戸内海、有明海・八代海の閉鎖性海域（港湾区域、漁港

区域を除く）において、浮遊ごみ、流木、流出油等の回収を実施しており、現在、海洋環境整備船１２

隻を配備している。 
 広島港湾・空港整備事務所では、昭和４９年度から、海面清掃船「おんど」を運航し、広島湾等の閉

鎖性海域で浮遊ごみ、流木等の回収を行ってきたが、平成１２年度からは、老朽化した「おんど」に替

わり、当時の最新鋭の機器を搭載した「おんど２０００」を配備し、さらに効率的な浮遊ごみ、流木等

の回収を実施している。 
 また、「おんど２０００」を活用し、水質調査（年４回）や底質調査（年１回）を実施しており、広

島湾再生を評価する行動指標へのフィードバックや瀬戸内海環境情報センターでの公表により、瀬戸内

海の環境を研究している学識経験者にとっても有用な資料として活用されている。 
 
 本事業により、流木などを原因とする海難事故を未然に防ぎ、また、海岸等に漂着するごみの低減に

もつながることから、航行船舶の安全確保や海洋の汚染の防除に寄与している。 
 
［海面清掃船「おんど２０００」の諸元］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
［海面清掃船「おんど２０００」の担務海域］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．船種：海面清掃船 

２．船型：双胴船 

３．全長：３０．７０ｍ 

４．全幅：１１．６０ｍ 

５．深さ：３．３４ｍ 

６．喫水：１．８２ｍ 

７．総トン数：１４４トン 

８．航海速力：１４．５ノット 

９．航海区域：沿海 

10．機関出力：７４９ｋｗ×２台 

11．ごみコンテナ：２５ｍ3×２台 
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２．広島湾等における浮遊ごみ等の回収状況 

 ここ数年、台風及び低気圧による集中豪雨等の影響に伴い、浮遊ごみ等の回収量が増加しており、平

成２３年度には歴代１位、平成２４・２５年度においても歴代５位内の回収量を記録するなど、海洋汚

染の防除業務の重要性が増している。 
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３．近年の災害対応事例 

［愛媛県松山市二神島沖の油流出］ 

平成２４年６月４日、松山市二神島沖で貨物船と台船を押航した押船による衝突事故が発生。沈没した

押船は、重油８６ｋｌ、潤滑油等１２ｋｌを搭載。長さ１２ｋｍ×幅３ｋｍにわたる油が流出した。第

六管区海上保安本部からの要請により「おんど２０００」が出動し、６月５～６日の２日間に渡り、放

水銃等により流出油の拡散作業を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

［九州北部豪雨の影響による流木等の回収］ 

平成２４年７月に発生した九州北部豪雨の影響により、山口県～広島県の海域で流木等の多量の浮遊

ゴミが発生したため、７月１７日から７月２６日までに、おんど２０００の担務海域で２０６m3 の浮

遊ごみを回収した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山口県熊毛郡上関町周辺の流木等漂流状況 

（山口県防災危機管理課提供） 
流木回収状況 

現場海域に浮遊する流出油 おんど 2000 による航行放水撹拌状況 
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■広島湾水質一斉調査・広島湾環境保全調査　＜継続＞

広島湾一斉調査の実施（9月2日～12日、18日）及び調査結果の取りまとめ（H26年1月公表）
広島湾環境保全調査の実施と調査結果のホームページ掲載（随時）
人工衛星画像を活用した赤潮発生状況のモニタリングの実施（随時）

＜低層DO 水平分布図＞ ＜透明度 水平分布図＞

＜水質調査作業風景＞
＜透明度観測風景＞

＜平成２５年度観測結果＞
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　広島県では、海域の自然環境を良好に維持していくため、県内の海浜等で清掃活動や干潟生物調査など
の環境保全活動を行う団体を「せとうち海援隊」として認定し、関係市町と協力して団体の活動を支援してい
ます。
　「せとうち海援隊」の活動内容については、広島県環境ホームページ「ecoひろしま」でも情報を提供してい
ます。（http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/eco/）

■「せとうち海援隊支援事業」による市民団体等が実施する海岸・干潟生物調査などへ
の支援　＜継続＞

○海浜における環境保全活動（海浜清掃・美化，海岸・干潟生

物調査）を実施する団体を「せとうち海援隊」として認定

○認定団体の活動に対し，①傷害・賠償保険への加入，②回収

ごみの処分，③活動状況のPR等により支援

○海浜の清掃や干潟調査を実施

○活動状況等を県に報告

○団体の認定

○傷害保険等の加入手続

○活動状況のPR

○生物調査の結果公表等

○回収したごみの処分

○県と連携し団体をバックアップ

各団体の主要活動地点
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瀬戸内海の海岸生物調査マニュアルについて 

 

 

 

１ 趣旨 

瀬戸内海において，行政と住民，NPO 団体などが協働して，手軽に生物を指標としたモニタリ

ングができるよう，平成 23年度に瀬戸内海環境保全知事・市長会議（関係 34府県市で構成）内

に検討ワーキング ※を設置し，調査マニュアルの作成を行っている。 

※ 大阪府，兵庫県，岡山県，広島県，山口県，香川県，大分県，大阪市， 

北九州市，福山市，松山市及び香川大学（一見
い ち み

准教授）により構成 

 

２ マニュアルの概要 

広島県作成の「広島県海岸・干潟生物調査マニュアル」をベースに，指標生物を選定し直し，

瀬戸内海全域で使える調査マニュアルを平成 25年度中に作成する予定である。 

新しいマニュアルは，水質に加え，生物環境の豊かさも評価できる内容となっている。 

 

３ 今後の予定 

広く周知し，マニュアルを普及させていく予定である。 

 

    

平成 26 年 3 月 25 日 

広 島 県 環 境 保 全 課 
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